
湿潤面用プライマー
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ｱﾄﾑｳｪｯﾄｶﾞｰﾄﾞしプライマー｢ｎﾖ
アトムウェットガードプライマーは無溶剤エポキシプライマーで

Ｇフィラーホワイトとの組み合わせで湿湖面に強力に付着します。

俘-

①湿潤面コンクリート､モルタルに強力に付着します。

②無溶剤エポキシ樹脂のため高膜厚で耐久性にも優れています。

③ウェットガードプライマーは特殊配合および水より小さい表面張力で､プライマーが下地表面

　の水分を押しのけて下地に強力に付着します。
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内容量 荷　姿 配合比(重量比) 塗り面積

主　剤 6k9 石油缶 ２

約11�
硬化剤 3k9 4L角缶 １

セット 9k9セット

骨　材(Gフィラーホワイト) 9k9(4.5k9×2) ３

可愛時間および上塗り可能時間

※骨材(Gフィラーホワイト)は別売となります，

気　温 5°C 10°C １５°Ｃ 20°C 25°C 30゜C

可使時間 45分 20分 20分 20分 15分 10分

上塗り可能時間 16時間 16時間 4.5時間 3時間 2.5時間 2時間

希釈量(wt%)(合成シンナーN0.2) ５ ３ 無希釈 無希釈 無希釈 無希釈

上塗り適正材料

厚膜タイプ

薄膜タイプ

フロアトップ＃8000･U-100NEO･クイックアンダー･デリックガード

フロアトップ＃8500･＃7000･＃8500速乾

※その他、上塗り適正についてはフロアトップシリーズ資料編をご参照＜ださい。

アトミクス株式会社 塗料事業部

〒174-8574東京都板橋区舟渡3-9-6 TEL.03-3969-3125（直通）FAX.03-3968-7300



施工仕様例

アた∠'､ウェットガードプライマー

ウェットガードプライマー/井８０００仕様　　　　　［防滑工法Ｂ］（３．０ミリ厚）

工　　程 製　品　名 希釈剤
希釈量
(wt％)

塗布量
(kg/�)

施　工　方　法
塗装間隔

(時間/23℃)

１ プライマー
ウェットガードプライマー(植4脂)

フロアトップＧフィラーホワイト - -
0.80

0.80

主剤とＧフィラーホワイトを混合し､硬化剤と混合します。

床に流しのべ、金ごてで塗装します。
直　後

２ 骨材散布 破砕5号 - - 4～6

塗料が乾燥硬化しない内に樹脂がにじまなくなるまで、む

らがないよう均一に辰砂を散布してください。塗り継ぎ部

の骨材散布は､樹脂が平滑になってから実施してください。
硬化後、余剰破砕を回収します。

3～24

３ 上　塗　リ フロアトップ井8000 - - 0.70 金ごてで塗装し、ローラーばけで一様に仕上げます。 -

ウェットガードプライマー/#８０００仕様 ［平滑工法A］（3.7ミリ厚）

工　　程 製　品　名 希釈剤
希釈星

(wt％)

塗布量

(k9/�)
施　工　方　法

塗装間隔

(時間/23℃)

１ プライマー
ウェットガードプライマー(樹脂)

フロアトップＧフィラーホワイト - -
0.80

0.80

主剤とＧフィラーホワイトを混合し､硬化剤と混合します。

床に流しのべ、金ごてで塗装します。
直　後

２ 骨材散布 破砕5号 - - 4～6

塗料が乾燥硬化しない内に樹脂がにじまなくなるまで、む

らがないよう均一に破砕を散布してください。塗り継ぎ部

の骨材散布は､樹脂が平滑になってから実施してください。

硬化後、余剰破砕を回収します。

3～24

３ 下　塗　リ
フロアトップ井8000

辰砂7号　30％混合 - -
1.20

0.36
金ごてで均一に塗装します。 16～48

４ ピンホづレ止 スーパーウマール - - - ピンホールをパテで埋めます。 3～48

５ 上　塗　リ フロアトップ井8000 - - 1.00 金ごてで均一に塗装します。 -

※上記の施工仕様例の詳細については､施工仕様書をご確認ください。

必ずお守りください

①下地を強制乾燥できる場合はなるべく乾燥させてください。

②湿潤床は著しく劣化している場合が多いので､床面は機械によるケレンをしてください。

③既存塗膜にウェットガードプライマーを塗布する場合は､既存塗膜が下地に密着していることを確認してください｡また既存塗膜面は必

　ずサンディングしてください。

④ウェットガードプライマーは温度によって粘度が大きく変化しますので､可使時間に注意し､混合した材料は直ちに床に流しのべてください。

⑤冬期は､Ｇフィラーホワイトの混合量を半分(4.5k9)に減量してご使用＜ださい。

注意事項

、三百仁子二言]∧三才

(1)5°C以下の場合には､塗装を避けてください。

(2)降雨･降雪･高湿･高温時およびその恐れがある場合には､塗装を避けてください。

(3)下地処理は､塗料の付着力を決定する重要な工程です。施工仕様書等をよくお読みの上､充分に注意して行ってください。

言⊇言言ﾔﾌ∩言○言言

(1)水溜りの水は除去し､強制乾燥できる場合はなるべく乾燥させてください。

(2)塗装中は､換気をよくし､火気の取扱いは厳禁してください。

(3)二液性塗料の混合撹押は､はかりおよび電動撹拝機を用いて行い､可使時間(ポットライフ)にも充分に注意して塗装してください。

　　また小分けする場合は､必ずはかりを用いて計量､混合してください。

ゾ)竺言づ言二言づ言合レプ言言言寸循と言几か三行し三元し八寸｡寸⑤言言言に言ると失言⑤岨二浙言且かあリＥ寸か⑤言合しﾌﾞこ言判し

　　出几レビ⑤ブ◇言い且って＜ｿﾞこ言い。

(5)周辺での火気､スパーク､高温物は使用しないでください。

(6)静電気対策のため､使用する装置等は接地し､電気機器類は防爆型(安全増型)を使用してください。

(7)タンク内部の密閉場所で作業する場合には､密閉場所､特に底部まで充分に換気出来る装置を取り付けてください。

Ξ｡言言(言ニド員の言言

(1)湿度が高いとき､気温の低いときは乾燥が遅れる場合があります｡塗装工程では､常に乾燥状態を確認してから次の工程に入ってください。

言言し大士言言ビ

ご言⊃ﾌﾆ付言しづ百合言､言言の石げん水で恍い足とレ言み言ゾソ言首言に言比が岫ると言ぱ､二部の診胚古受げでくだ言い。

こ〉限に入っｿﾞこ居合(よ言回の水て洗った拍と、よﾌﾞこ誤って飲み込んｿﾞご聯合口､て言価だげ早く言胆の言⑤古言げてくだ言い。

①匠回三づづス賠古俗い込んて気分か⊇くなった言合口､空気の言斤⑤居所で回⑤□レ言言二応じて三胆の診頌古言げてくた言い。

う｡古鉄的注意

(1)製品ご使用の際には､当販促物の他､製品本体記載の注意事項およびSDS(安全データシート)・施工仕様書をよくお読みください。

(2)塗装中、乾燥中ともに換気をよくしてください。

(3)改良等のため､①製品の中身､仕様　②販促物の内容等は将来予告なしに変更する場合があります。

(4)当販促物に表示してあります塗り面積､工法はあくまでも設計上の標準的な数値です｡塗装の際の諸条件によって増減する場合があります。

(5)製品本体および当販促物に記載されている､定められた用途以外には使用しないでください｡またご使用方法等につきましてご不明の点が

　　ございましたら､必ずご使用前に当社にお問い合わせください。
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